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研究成果の概要（和文）：  19世紀初頭以降、西欧諸国では社会統計を国内の統治に応用する。帝政ロシアは近
隣諸国を参考に、1858年に内務省に中央統計委員会を設置し、国内の様々な統計データをこの統計委員会に集約
する。内務省は統計データに基づき、国内統治を円滑化すると同時に、公衆衛生の改善に努める。1917年のロシ
ア革命を称賛する余り、帝政ロシアの行政を過少評価してきた。しかし、内務省の新聞の分析から明らかになっ
たのは、帝政ロシアは社会政策により国民の厚生を高めたこと、国内の情報をくまなく収集する統計制度を整備
したことである。帝政ロシアの統計制度が十分に整備されていたため、ソ連の計画経済が可能となったと考えら
れる。

研究成果の概要（英文）：　Since the beginning of 19th century, western countries applied the social 
statistics for the governance. Imperial Russia learned the governance from neighbor countries and 
established the central committee of statistics inside the Home office in 1858. The committee 
collected domestic data of statistics and examined them for the social policy. Russian Home Office, 
based on the data of statistics, not only heightened the governance of state, but also tried to 
improve the sanitation. As we, historian admired the Russian Revolution, we underestimated the 
administrative competence of Imperial Russia. But my research about the newspaper of Home Office 
clearly showed that Imperial Russia tried to raise the public welfare by social policy, and that she
 established the system of statistics to collect information from the whole country. We can consider
 that the planning economy was realized in Soviet Union, because the system of statistics in 
Imperial Russia was sufficiently organized.

研究分野：ロシア経済史
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１．研究開始当初の背景  
 私は従来、19世紀のロシア綿工業の発展過
程について、ロシア政府が当時刊行した統計
データに基づいて研究してきた。従来、ロシ
アの本格的工業化は、農奴解放（1861 年）
以降か、1880～90 年代に進展したと通説で
言われてきた。これは唯物史観に基づき、
1860年以前を「封建制の時代」、1861～1917
年を「資本主義の時代」と理解したために生
じた誤解だと考えられる。  
 ロシア政府の刊行した統計データを真摯
に検討すれば、綿工業に関しては、19世紀前
半に相当発展したことが明らかとなった。そ
の際に利用したのは、大蔵省・対外貿易局の
『貿易統計集』、『商業新聞』、『雑誌：工業と
貿易』、内務省の雑誌『内務省』に掲載され
た統計データであった。綿工業の発展過程を
研究した際には、気に留めなかったが、研究
を修了した後、なぜロシア政府はこれほどま
でに詳細な統計データを収集したのかに疑
問を抱いた。私自身で出した仮説は、国家を
統治するため、という理由である。 
 
２．研究の目的 
 国を統治するには、国内情勢の把握が必要
になる。帝政ロシアは国民をひどく苦しめた
ため、ロシア革命で打倒されたという歴史認
識が流布したが、それは果たして本当だった
のか、と疑問を持った。19 世紀前半でさえ、
国内はもとより、外国との貿易についても詳
細なデータを収集する情報システムをロシ
ア政府が持っていたことは、明らかである。
さもなければ、大蔵省や内務省の詳細な経済
統計が刊行できなかったはずである。 
 私は通説とは異なり、19世紀に帝政ロシア
は相当効率的な情報収集のシステムを確立
していたと考えた。それが、どのように設計
され、どう進化したのかを明らかにしてみよ
うと思った。私の従来の研究によれば、情報
収集システムの確立に寄与したのは、ロシア
政府の機関の中でも、大蔵省と内務省と考え
られた。そのため、大蔵省と内務省の取り組
みに焦点を当て、ロシアの効率的な情報収集
システムの形成と進化を明らかにする研究
に取り組んだ。  
 
３．研究の方法 
 ロシア政府の情報システムの形成と確立
を長期的に検討するために、時系列で追跡可
能な政府刊行物を特定し、それを閲覧しよう
と考えた。具体的には、従来の研究で依拠し
た、大蔵省や内務省の定期刊行物である。理
想的には、19世紀半ばから後半に刊行された
刊行物が望ましいが、大蔵省の雑誌『工場と
貿易』（1825～1866）や内務省の雑誌『内務
省』（1829～1861）等は 1860 年代に刊行が止
まる。そこで、内務省と大蔵省の刊行した新
聞に着目した。 
 大蔵省の雑誌『金融・工業・貿易通報』（1883
～1917）と新聞『商業－工業新聞』（1893～

1918）は、大蔵省の雑誌『工場と貿易』の後
継刊行物であり、大蔵省の経済政策について
伝える媒体と考えられた。また、内務省の新
聞『北の郵便』（1862～68）は、雑誌『内務
省』の後継刊行物であり、内務省の変遷を跡
付ける内容と推測された。『北の郵便』は、
10 年程で刊行が止まるが、その後、『政府通
報』（1869～1918）が後継新聞として刊行が
始まり、大蔵省の新聞と同様に、ロシア革命
まで刊行が継続される。したがって、大蔵省
と内務省の新聞・雑誌の閲覧が主な方法とな
った。 
 
４．研究成果     
 ３．研究の方法で述べた帝政ロシアの政府
刊行物を閲覧、調査し、明らかとなったのは
以下の点であり、今後の課題と併せて箇条書
きにて記載する。 
 
 (1)内務省 
 研究開始当初、百科事典の項目などを参照
し、大蔵省と内務省の機構を調べたところ、
帝政ロシア全体の情報収集を統括したのは、
内務省であったことが明らかとなった。内務
省は警察機構を内包する組織である。ロシア
の本格的な統計制度が成立するのは、1802 年
の各省の設立に遡る。その際、内務大臣が最
初の統計部門の組織で貢献した。1811 年に警
察省付属機関として統計部が設置された後、
1819 年に統計部は内務省に統合される。1834
年に統計課が内務省附属機関に設置される。 
 
  (2)諸外国の事情（内務省・雑誌） 
 帝政ロシアは統計制度を整備する際、欧州
諸国の統計制度を参考にした。それは、雑誌
『内務省』（1829～61 年）に度々、イギリス
やドイツ、フランスの統計制度について、レ
ポートが掲載されたことから窺える。内務省
と統計制度の緊密な関係について、ロシアは
ベルギーの制度から学んだ。近代は国民国家
の時代だが、近代国家は国民を統治するため、
人口以外に様々な社会統計を整備し、政策決
定の参考とした。19 世紀にロシアも国家の統
治を円滑にするため、内務省を中心とする統
計制度を確立した。その制度はロシアが独自
に設計したというよりも、欧州諸国の制度か
ら大いに学んだ成果だと言える。 
 
 (3)政治算術と統計制度 
 近代の統計制度の概念を遡ると、『政治算
術』という概念に到達する。これは英国の経
済学者ウイリアム・ペティが 1690 年に刊行
した著書『政治算術』に始まる。ペティは解
剖学者でもあり、国家を人体に例え、国家の
解剖を試みた。その際、可能な限り、国家の
様々な構成要素を数量的に捉え、国家の活動
を明らかにした。ペティは主に財政や貿易の
領域で数量化を行い、国家の活動を分析した。
この国家の様々な領域の数量化は、後に欧州
諸国の統計制度の整備に繋がる。帝政ロシア



の統計制度の近代化は、明らかに政治算術の
系譜に連なる。  
 
 (4)中央統計委員会 
 ロシアは 1802 年以降、内務省を中心とし
て各省の統計制度を整備するが、各省の統計
を一カ所に集約し、国家の全体像を分析する
機関はなかった。必要に応じた情報を各省が
個別に収集することは重要だが、それが省間
で交換されたり、あらゆる省の情報が一つの
部署で包括的に扱うことができれば、理想的
である。1858 年に内務省に中央統計委員会が
設置されるが、この中央統計委員会は、ロシ
ア全土の情報を集約し、分析する機能を担っ
た。そのため、中央統計委員会の要請があれ
ば、全ての省は個別に保有する統計データを
提供することが義務付けられた。 
  
 (5)中央と地方 
 中央統計委員会は各省から統計データを
収集可能になっただけでなく、県や郡からも
統計データが収集可能になる。19 世紀後半に、
ロシア国内では、地方自治機関（ゼムストヴ
ォ）の活動が始まるが、この地方自治機関の
統計データも県の行政機関を通じて、中央統
計委員会に送られる。中央委員会の出先機関
が各県に置かれ、その機関を介して首都ペテ
ルブルクに統計データが送られた。情報収集
という観点から見れば、19世紀後半にロシア
は内務省の中央統計委員会を基軸に、中央集
権体制を確立したと考えられる。 
 
 (6)国際統計会議 
 1850 年のロンドン万博を契機として、複数
の欧州諸国を中心に、定期的に統計制度に関
する国際会議が開かれた。ベルギーの統計学
者ケトレーが、この会議を推進した。会議の
目的は、国家間で統計を比較可能にしたり、
新たな社会統計を作る際、情報収集の方法に
ついて議論することであった。ロシアは最初
からこの会議に参加した訳ではないが、3～4
回目辺りから正式メンバーになり、1872 年に
はロシアで国際統計会議が開催される。内務
省の中央統計委員会の関係者も国際統計会
議に参加したため、ロシアはヨーロッパの統
計制度の改善状況を常に把握し、統計制度を
整備したと考えられる。 
 
 (7)内務省の新聞(1869-1889) 
 国際統計会議で当初、議論の対象となった
のは、病気に関する統計をどのように収集す
るかであった。具体的には、コレラやインフ
ルエンザ等の伝染病の統計整備であった。19
世紀半ば以降、蒸気船や鉄道の発達により
人々の移動が容易になるため、伝染病が伝播
する速度と範囲が拡大する。ロシアの内務省
の新聞を閲覧すると、県別にコレラにかかっ
た人々の数が毎月掲載されていた。これは統
計の問題に限らず、内務省が医療機関と連携
を取りつつ、伝染病の予防と羅漢した人々の

治療等を実施しようとした。 
 また、19 世紀後半に、内務省は公衆衛生の
改善に積極的に取り組む。具体的には、都市
における下水道の敷設である。また、クリミ
ア戦争後の孤児に対する政策や、学校教育の
充実や刑務所の改善等にも、内務省は取り組
んだ。それに連なる形で、刑務所の受刑者の
犯罪や孤児院や学校に関する社会統計の整
備が進む。そのため、ロシア内務省の統計制
度は、その時々のロシア政府の政策と密接に
関わる形で発展し、改善される。 
 
 (8)生かす政策（生‐政治） 
 かつてフランスの思想家、ミシェル・フー
コーは、近代国家は国民を生かす形で、政策
を行ったことに触れた。彼はそれを「生‐政
治（バイオ・ポリティクス）」と表現した。
工場でも、刑務所でも、学校でも、効率的に
作業・仕事に従事できるよう、人々は規律を
身体の中に訓練された。この傾向は、19世紀
後半の帝政ロシアの国民統治にも見出せる。
ソ連の社会主義革命を賛美する余り、帝政ロ
シアの政府を過酷なものとして表現するこ
とがあるが、内務省の新聞を実際に閲覧する
と、ロシア政府が国民を生かす形で政策を行
っていた様子が明らかになる。今後、内務省
の史実を基に、帝政ロシアの再検討を行って
みたいと考えている。   
 
  (9)今後の課題：内務省の日露比較 
 ロシア内務省の中央統計委員会の機能と
活動を調べると、ロシアの内務省が、戦前の
日本の内務省と類似した構造であることに
気付いた。 
ロシアの内務省は国内の統計データを集
約するだけでなく、警察機構を内部に備え、
地方自治機関にも影響を及ぼす、中央集権体
制を確立した。この機構は、大日本帝国の内
務省を中心とした、国内統治の構造と酷似す
る。 
戦前の日本で、中央から内務省の役人が県
知事として派遣された。日本の内務省は、国
家神道を含む宗教の活動を掌握し、下水道や
医療活動等の公衆衛生の改善にも従事した。
統計制度の観点から見た、日露の内務省の比
較は、将来、実現可能な研究テーマだという
印象を持った。今後の研究課題として、この
テーマに取り組んでいきたい。 
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